
日
本
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
協
議
会
第
三
十
一
回
合
同
会
議
に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
祝
辞
（代
読
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
日
（水
）（於 

ホ
テ
ル
・イ
ス
タ
ナ
・ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
） 

 

ナ
ジ
ブ
首
相
、
ム
ス
タ
パ
国
際
貿
易
・産
業
大
臣
、
日
本
及
び
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
界
の
皆
様
、
並
び
に
御
列
席
の
皆
様
、 

 

本
日
、
日
本
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
協
議
会
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）及
び
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
経
済
協
議
会
（
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）の
第
三
十
一
回
合
同
会
議
の
開
催
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、
ナ
ジ
ブ
首
相
の
御
臨
席
も
得
て
東
方
政
策
三
十
周
年
記
念
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

我
が
国
と
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
二
国
間
関
係
に
は
、
本
年
三
十
周
年
を
迎
え
た
東
方
政
策
を
基
盤
と
す
る
人
的
交
流
に
加
え
、
進
出
日
系
企
業
に
よ

る
堅
調
な
投
資
、
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）の
下
で
の
活
発
な
貿
易
や
投
資
に
支
え
ら
れ
た
層
の
厚
い
絆
が
あ
り
ま
す
。
先
月
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は
ナ
ジ
ブ
首
相
と
有
意
義
な
首
脳
会
談
を
行
い
、
ま
た
、
先
週
に
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ハ
リ
ム
・
ム
ア
ザ
ム
・
シ
ャ
ー
第
十
四
代
国
王
王
妃
両
陛
下

を
国
賓
と
し
て
我
が
国
に
お
迎
え
す
る
な
ど
、
両
国
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
緊
密
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
面
に
お
い
て
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
進
出
日
系

企
業
は
約
千
四
百
社
に
上
り
、
今
後
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
特
に
高
速
鉄
道
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
分
野
で
我
が
国
の
技
術
を
活

用
し
た
具
体
的
な
協
力
を
進
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
九
月
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
に
対
し
て
一
般
短
期
滞
在
数
次
ビ

ザ
の
発
給
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
国
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

一
九
八
二
年
に
開
催
さ
れ
た
日
本
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
協
議
会
第
五
回
合
同
会
議
に
お
い
て
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相
は
、
東
方
政
策
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
日
、
日
本
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
協
議
会
第
三
十
一
回
合
同
会
議
に
合
わ
せ
、
東
方
政
策
三
十
周
年
記
念
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
変
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
ナ
ジ
ブ
首
相
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
二
〇
二

〇
年
ま
で
の
先
進
国
入
り
を
目
指
し
、
「質
の
高
い
人
材
育
成
」や
「グ
リ
ー
ン
・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
ハ
イ
テ
ク
分
野
等
の
新
し
い
経
済
分
野
で
の
投
資
」を



重
視
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
施
策
を
後
押
し
す
る
た
め
に
具
体
的
な
協
力
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

東
方
政
策
の
集
大
成
と
も
い
え
る
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
国
際
工
科
院
（Ｍ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
）の
発
展
を
通
じ
た
地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
共
に
取
り
組

む
こ
と
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
み
な
ら
ず
地
域
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
日
の
会
議
で
は
、
東
方
政
策
の
新
た
な
方
向
性
も
含
め
、

日
・マ
レ
ー
シ
ア
関
係
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

世
界
は
「ア
ジ
ア
太
平
洋
の
世
紀
」を
迎
え
、
ア
ジ
ア
は
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
と
し
て
世
界
経
済
を
牽
引
す
る
存
在
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ア

ジ
ア
に
お
け
る
豊
か
さ
の
増
大
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
間
層
の
拡
大
を
生
み
、
ぜ
の
旺
盛
な
購
買
力
が
生
み
出
す
好
循
環
は
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
経

済
の
更
な
る
成
長
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
一
方
で
、
ア
ジ
ア
の
確
か
な
繁
栄
を
現
実
の
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
防
災
、
環
境
・気
候

変
動
問
題
、
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
地
域
共
通
の
課
題
が
数
多
く
あ
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
難
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
が
こ
れ

ま
で
に
蓄
積
し
た
経
験
と
知
見
を
地
域
に
共
有
で
き
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
我
が
国
は
、
ア
ジ
ア
と
共
に
成
長
し
、
共
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
も
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
く
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
引
き
続
き
連
携
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

 

最
後
に
、
本
日
の
会
議
の
成
功
を
心
か
ら
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
率
直
な
議
論
が
、
二
国
間
の
経
済
関
係
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
地
域
や
世

界
経
済
の
課
題
解
決
へ
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
月
十
日 

日
本
国
内
閣
総
理
大
臣 

野
田 

佳
彦 

 


